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因子分析には, 統計 ｡解析ツールである rR｣を用





























































































因子1 因子2 因子3 因子4 因子5
上品な(下品な) 0.326 -0.141 -0.392
硬い(柔らかい) 0.339 0.121 -0.154
強い(弱い) -0.121 -0.333
重い(軽い)
理性的な(感情的な) 0.242 0.154 -0,205
粗暴な(温和な) -0.492 0.256 0,376
角ぼった(丸みがかつた) 0.191 0.218 0.230 -0.124
真っ直ぐな(曲がった) 0.295
整った(乱れた) 0.102 0.106




曖昧な(はっきりした) -0.403 -0.263 0.122 -0.224
完全な(不完全な) 0.641 -0.187
愚かな(賢い) - -0.358 0.137
※空欄はほぼOを示す
表2 因子寄与率
因子1 因子2 因子3 因子4 因子5
因子寄与 6.228 3.360 2.195 1.827 1.643
寄与率 0.2400.1290.084 0-0700-063
表3 評価理由の-例 (因子 1)
書き方 止めやはねがしっかりしているので
文字のバランスが整っているので
文字のくずし方が手馴れているので
空白の空け方が上手いので
ちようど良い勢いなので
筆跡(字の癖)が出ているので
印象 丁寧に書こうとしているように見受けられるので
全体の印象が知性を感じるので
達筆な感じが伝わってくるので
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